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第0章 基本設定

◆第0章では「システムの基本設定」を解説します。
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・インターネットが利用できるパソコン（推奨windows）
・インターネットエクスプローラのバージョンがIE6以上
・環境貢献書等を出力の場合、カラー対応プリンタ同等品
・メールの送受信が可能なパソコン

第0章 基本設定

システムの動作環境について
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第0章 基本設定

① ログイン： http://www.469ma.jp/point/ からログインします。

② 「パスワードのご案内」に記載されたＩＤとパスワードをログイン 画面に入力します。
パソコンのオートコンプリート機能によりパスワード等の保存も可能です。

③ ＩＤとパスワードの認証が完了するとメニューが表示されます

④ 利用者メニューより「アカウント修正」を選択します。

STEP1：自社情報の確認画面へのアクセス方法
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STEP2：自社情報の確認（アカウント修正）

上記以外のその他の項目はシステムの動作条件に影響があ
りますので、変更等は行わないでください。

第0章 基本設定

① 登録されている郵便番号、住所、法人名（店舗名）、電話、ＦＡＸ、担当者名を確認し
て、誤りがあれば修正をお願い致します。

② メインでお取引の多い損害保険会社をデータ入力時自動選択するように設定が可能です。

③ 「部品注文書」を利用し、部品の取引を行う場合に取引先の情報をあらかじめ登録でき
ます。（受発注支援システムを利用しない場合は登録の必要はありません）

④ ①～③の内容の変更を行った場合は「変更」ボタンを押しでサーバーに情報をアップし
ます。
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第1章 環境貢献提案書・環境貢献書の出力

◆第1章では「環境貢献提案書」「環境貢献書」を出力するまでの
流れを解説します。
◆なお、W-terminalには「部品受発注支援システム」が搭載されて
います。その機能を使う場合は「第2章」からご覧ください。
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STEP1-1：「TOP画面」

第1章 環境貢献提案書・環境貢献書の出力

①環境ポイント証発行を選択します。
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STEP1-2：「基本情報の入力」

第1章 環境貢献提案書・環境貢献書の出力

① 「型式指定類別」を入力して、「検索」を押して下さい。「型式指定類別」は車検証に記
載してあります。

② 「メーカー」「車種」「検索型式」「型式」「排気量」「車格」が自動的に表示されます。

③ 「大分類」をクリックし、中古部品や整備項目の大分類（部位）を選択してください。

④ 「部品名/作業名」をクリックし、詳細な部品名・作業名を選択して下さい。

⑤ 「種別」をクリックし、「リユース」「リビルト」を選択してください。
※「大分類」で中古部品を選択した場合のみこの操作が必要です。

⑥ 「CO2貢献ポイント」が表示されます。

⑦ 中古部品や整備項目が複数ある場合、③～⑤の操作を繰り返して下さい。
※行が足りなくなった場合は、「行追加」をクリックして下さい。

⑧ 一連の操作が終了したら、「登録」をクリックして下さい。次の画面に移ります。

①

②

③ ④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧

⑨ 任意の項目です。

必須情報

任意項目（次ページ）
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（参考）：「詳細情報の追加」

第1章 環境貢献提案書・環境貢献書の出力

① お客様名 車のオーナー名を入力します。

② 保険会社 事故修理の場合、取り扱保険会社。

③ 証券番号 事故修理の場合、保険情報として入力します。

④ プレート番号 入庫車輌のプレート番号を入力します。

⑤ 年式 車検証記載の初度登録をYYYYMM形式で入力（西暦）

⑥ 車体番号 車検証記載の車台番号をハイフン以降の数字を入力

⑦ カラー 部品発注用のカラー番号を入力

⑧ トリム 部品発注用のトリム番号を入力

①
②

③

④

⑤
⑥

⑦
⑧
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STEP1-3：「環境貢献提案書・貢献証の出力」

第1章 環境貢献提案書・環境貢献書の出力

① 「提案書」をクリックすると「環境貢献提案書」が表示されます。

② 「貢献証」をクリックすると「環境貢献証」が表示されます。

⑨ 任意の項目です。

① ②
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第2章 受発注支援システムの活用方法

◆第2章では整備工場と部品供給業者をつなぐ「受発注支援システ
ム」を解説します。
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第2章 受発注支援システムの活用方法

STEP1：「環境設定」
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第2章 受発注支援システムの活用方法

STEP1-1：「環境設定MENUの表示」

① W-terminalのメニューより「受発注支援システム」を選択します。

② W-terminalのログインと同じ「ID」「パスワード」を入力します。

③ 環境設定メニューが表示されます。

①

②

③
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STEP1-2：自社ホームページの設定

第2章 受発注支援システムの活用方法

① 環境設定を選択します。

② 自社ホームページを選択します。未取引のリサイクル業者との取引を開始する際に、相
手側に自社のプロフィールを確認していただくため設定します。ホームページをお持ち
でない場合は、未設定でも大丈夫です。設定する場合は「http://～」入力してください。

③ 内容の入力が完了しましたら、確定ボタンをクリックします。

①

②

③
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STEP1-3：担当者設定（部品発注者）

第2章 受発注支援システムの活用方法

① 「環境設定」を選択します。

② 「担当者設定」を選択します。自社の部品発注担当者を最大５名分設定することが可能
です。リサイクル部品業者との電話などのやり取りの際、必要となります。

③ 内容の入力が完了しましたら、確定ボタンをクリックします。

①

②

③
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STEP1-4：商品配送先設定

第2章 受発注支援システムの活用方法

① 「環境設定」を選択します。

② 「商品配送先設定」を選択します。商品の配達先を指定します。自社以外の営業所や
提携工場に直送する場合に、３件まで事前に登録でき、部品発注の際に選択可能です。

③ 内容の入力が完了しましたら、確定ボタンをクリックします。

①

②

③

16



STEP1-5：見積送信先の設定

第2章 受発注支援システムの活用方法

① 環境設定を選択します。

② 見積送信先設定を選択します。
見積依頼を行う業者を通常（３社）、予備（２社）を設定します。
予備は、大型部品店やリビルト業者を設定します。グリーンポイントシステムを導入し
ているリサイクル業社の中から選択していただきます。地区と所属団体より選択が可能
です。選択後、お選びいただいた事業者で取引の確認や見積対応可否の処理や、お取引
条件などの打ちあわせが必要となりますので、事業所間でお打ちあわせ願います。
◆「承認」項目の見方
○：お取引いただきます △：回答待ち ×：諸事情によりお取引出来ません

③ ○印の事業者のみに見積依頼が可能です。

①

②

③
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第2章 受発注支援システムの活用方法

STEP2：「見積依頼」
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システムの全体像

第2章 受発注支援システムの活用方法

■整備工場側 ■リサイクル部品業者側

・見積依頼
・見積回答

見積依頼メール受信

見積回答メール受信

・発注依頼
発注依頼メール受信

・受注確定

・処理済案件確認

配送手配出荷

在庫切れ等のケースは、必ず再
度「見積依頼」より再スタート
します。

受注確定メール受信
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STEP2-1：部品見積画面の表示

第2章 受発注支援システムの活用方法

⑨ 任意の項目です。
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STEP2-2：部品見積依頼

第2章 受発注支援システムの活用方法

① 「見積依頼」を選択します。

② 別画面にて「見積依頼情報入力」の画面が表示されます。

③ 各部品ごとの純正品番、自社要望、処理区分、「見積依頼ボタン」と見積先の選択を行います。

④ 内容を確認し「内容確認」ボタンを押します。

①

②

③

③

③

④
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STEP2-3：部品見積の確認

第2章 受発注支援システムの活用方法

データとメールを同
時送信します！

① 見積依頼内容を確認して画面下部の「確認」チェックボックスにチェック付けます。

② 処理担当者を選択します。

③ 再度内容を確認して「確認」を押します。

①

③

②
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STEP2-4：見積回答の受信

第2章 受発注支援システムの活用方法

上記操作を行うと、見積送信先に見積依頼データの送信とメールにて見積依頼を受信した事を
通知します。

システム導入当初は、お電話等での確認をしていただければスムーズに業務が進行すると思
います。

整備工場A  様
W-TERMINALに、下記の見積回答データが届きました。
内容を確認の上、作業をお願い致します。
------------------------------------------------------------
■案件情報
------------------------------------------------------------
案件Ｎｏ ：12300
受信日 ：2010-08-10 15:56:28
・・・・
・・・・
------------------------------------------------------------
http;//www.w-
gps.net/abcdefg/gjkeedksadk;ak/djosjdlskaldjalk/djslajldkjklsla
d/dsajdklajljdklasjld/dsakd;alkd;akd;k;d

① 見積依頼先より回答があるとメールにてお知らせします。該当メール内のＵＲＬを開くと回答
内容が確認できます。また、画像も確認することが可能です。

② 金額の確認や画像の確認を行い、注文を出す場合は処理区分の発注ボタンを選択します。

①

②
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STEP2-5：発注依頼

第2章 受発注支援システムの活用方法

上記操作を行うと、見積送信先に見積依頼データの送信とメールにて見積依頼を受信した事を通知しま
す。
システム導入当初は、お電話等での確認をしていただければスムーズに業務が進行すると思います。

① 配送先を選択します。

② 配送時の要望などを入力します。

③ 内容を確認して下さい。

④ 確認して下さい。

⑤ 処理担当者を選択して下さい。

⑥ 「内容確認」をクリックして下さい。

①

②

④
③

⑤

⑥
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STEP2-6：発注内容の確認

第2章 受発注支援システムの活用方法

整備工場A  様
W-TERMINALに、下記の受注確定データが届きました。
内容を確認の上、作業をお願い致します。
------------------------------------------------------------
■案件情報
------------------------------------------------------------
案件Ｎｏ ：12300
受信日 ：2010-08-10 15:56:28
・・・・
・・・・
------------------------------------------------------------
http;//www.w-
gps.net/abcdefg/gjkeedksadk;ak/djosjdlskaldjalk/djslajldkjklsla
d/dsajdklajljdklasjld/dsakd;alkd;akd;k;d

① 注文先より受注回答があるとメールにてお知らせします。該当メール内のＵＲＬを開くと回答
内容が確認できます。

② また、画像も確認することが可能です。

①

②
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STEP2-7：注文書・貢献証の印刷

第2章 受発注支援システムの活用方法

① 「注文書」を選択します。
別画面にて「注文書」のPDFが生成されますので、印刷もしくは保存を行います。

② 「貢献証」を選択します。
別画面にて「貢献証」のPDFが生成されますので、印刷もしくは保存を行います。

① ②
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（参考）環境貢献証のSample

第2章 受発注支援システムの活用方法
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